
1 入力共通項目
an 398 M

2 搭載便名１
FLT an 6 M

輸出便情報ＤＢに登録済の便名であること

3 搭載便名２

FLH an 5 M

（１）輸出便情報ＤＢに搭載完了日が登録されていない場合
は、システム年月日の前後７日間であること
（２）システム年月日と異なる日付を入力した場合は、強制
入力表示は「Ｆ」であること
（３）以下の形式で入力
ＤＤＭＭＭ

4 出発年月日

YMD n 8 M

（１）輸出便情報ＤＢに登録されている搭載完了年月日を入
力
（２）輸出便情報ＤＢに未登録の場合は、当日又は前日を入
力

5 強制入力表示

KYH an 1 C

スペース：搭載便名２がシステム年月日
Ｆ：搭載便名２がシステム年月日以外

6

20

処理識別

SHB an 1 C

スペース：処理対象
Ｘ：処理対象外
Ｆ：全量不積（便割当て取消し）

7

*

ＡＷＢ番号

AWB an 20 C

（１）貨物識別がスペース、「Ｓ」の場合は、ＡＷＢ番号で
あること
（２）貨物識別が「Ｕ」の場合は、ＵＬＤ番号であること

8

*

貨物識別

KSB an 1 C

スペース：ＡＷＢ
Ｓ：分割搭載ＡＷＢ
Ｕ：ＵＬＤ

9

*

搭載個数

IPS n 6 C

（１）当該貨物がＡＷＢでかつ分割搭載する場合に搭載する
個数を入力
（２）強制入力識別欄が「Ｒ」の場合は、入力不可

10

*

搭載重量

IWT n 8 C

（１）搭載個数を入力した場合に搭載する重量を入力
（２）整数部６桁、小数部１桁
（３）搭載個数が入力され、搭載重量が未入力の場合につい
ては、搭載重量は搭載個数から按分計算して登録
（４）強制入力識別欄が「Ｒ」の場合は、入力不可

11

*

取卸地

ULP an 3 M

ＩＡＴＡ空港コー
ド
及び
ＩＡＴＡ都市コー
ド

輸出便情報ＤＢに登録されている取卸地であること
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